平成23年6月10日
板橋区立小学校PTAの皆様
板橋区立小学校PTA連合会
　　　　　　会　　長　　　後藤　和彦
南三陸町PTAへの支援について
皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
日ごろより板橋区立小学校PTA連合会に、ご理解とご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
この度、宮城県南三陸町のPTA連合会より板橋区立小学校PTA連合会に物資の支援要請を頂き、6月7日に私と役員数名が会員の皆様を代表して現地を訪問して参りました。
報道によりある程度は予測していたものの、その惨状は正に想像を絶するものでした。
被災地の子どもたちを取り巻く環境も非常に厳しいもので、面会した校長先生のお話によると子どもたちには『三つの間（ま・かん）が無くなった』というのです。
1 遊ぶ空間＝町は瓦礫の山で危険、校庭も半分は仮設住宅です。
2 時間＝授業が終わると遊ばず下校、バスが迎えに来ます。
3 仲間＝大切な友達が転校をしてしまいました。
壊滅した学校もあり、この学校ではひとつの校舎にふたつの学校の児童が学んでいました。
また、ほとんどの子どもたちが避難所や親戚の家から通学バスで通っています。
今でも授業中、余震のたびに子どもたちは怖がるそうです。
生活環境でいえば水道の普及率は2.5％（6/10）で洗濯どころではありませんし、もちろん飲めません。一番近いスーパーまで34ｋｍ、とても買い物に行ける距離にはありません。
更に今後は腐敗水から発生する蚊や害虫被害が深刻です。
そのような被災地の皆さんのお話をお伺いする中で、今必要とされている物資が今回の要請品目になります。何とぞ、ご協力のほどよろしくお願い致します。
また、既に町会や各種団体、個人的に他の形で支援されている場合もあるかと思います、それはそれで大切に継続され、今回はその中の一つのチャンネルとご理解下さい。
また南三陸町以外でも直接地方PTAを支援できるルートがありましたら、今後展開したいと考えております。情報がありましたらお知らせください。
今後も更なる支援物資要請があるかと思います。要請物資をリアルタイムで反映するには、急で無理なお願いもあるかと思いますが、何卒ご理解の上、ご協力いただけますようお願いいたします。　　　　　　　　　
敬具
